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1　 目　的

　筆者は昨年度まで の 在籍校にて、平成 25 年 12

月に行われた第 1回科学の 甲子園ジ ュ ニ ア の 引率

者 と して参加 し た。その とき、実技課題に積極的

に取 り組む生徒たちの 姿を見て、チ
ー

ム で協力し

て課題を解決する こ との 素晴 ら し さを改め て感 じ

る こ とが で きた。理 科実験 の 授業で も同じ ように、

生徒た ちに グル ープ で 協力 し て課題 を解決する学

習を行わせ て、充実 した理科教育を実践 したい と

考えた。こ の 研究で は、科学技術振興機構 （2013）
を改変した教材を川い て 、課題解決型 の 実験授業

の 効果と課題 を探る こ とを 目的 とした 。

2　方 法

　本研 究は 、 T 市立 H 中学佼 1年生に対 して行 っ

た c 授業は 1 年生 5 学級に平成 26 年 9 月 25 凵か

ら9月 30日にか けて、それ ぞれ 2 時間で実施 した。

　授業後、毎時問作成させ てい る ワーク シー
トと、

こ の研究に関するア ン ケ
ー

トを実施 し、分析を行

っ た。

（1 ）第
一
時　 レシ ピ作成

　 第 1 回科学の 甲子園ジ ュ ニ ア に先輩が出場 し

た こ とを紹介 し、実技競技  を改変 した問題をプ

リン トに よ り提示 した。

　重曹とクエ ン酸を合わせ て 10gになる よ うに試

料を最大 5 っ 用意 し、発生す る二 酸化炭素の 体積

を求めさせ た。そ の 後、発生終了後 の 溶液に BTB

溶液を入れ 、色 の 変化を確認する 。 最後にグラ フ

を描 き、　 番 多 く二 酸化炭素を発生させ る割合を

白分た ちの グル
ープ で決 め させ た 。

（2 ）第二時 　コ ン テ ス ト

　第
一時に決め た割合で 重曹とクエ ン 酸を混ぜ さ

せ て 、気体発生装置に 人れ させ た 。そ の 後、水を

入れ させ て、気体を発生させ た。気体を水 E置換

法で 500mLベ
ッ トボ トル に収集させ た。

　気体発生終了 後、ペ
ッ トボ トル に栓をさせ た。

ベ
ッ トボ トル を振 らせ て 、気体が水に とける こ と

を碓認させ た後、水を メ ス シ リン ダ
ー

で はか りと

らせ て 、気体の 体積を求めさせ たc

　結果を黒板に書か せ た後、重曹の 質量 と気体の

体積を比較 し、簡単な検証を行 っ た。

3　結 果

　 こ の 授業で は、  意欲の 高ま り  主体的な実験

の 実施　に つ い て 、効果が得 られ た。

　 し か し、  BTB 溶液に よ る結果 の 活川  グ ラ フ

の 活用  生徒たち の 仮説 の 棄却　に つ い て 課題 が

あ るこ とが分か っ た。生徒た ちは、BTB 湘 夜によ

る結果を記録 して い たが、グラフ 作成の 際には数

値 の 記入だ け行 い 、色 の 違い を活川す る こ とはな

か っ た 。 そ の た め
、 最適値をグラ フ か ら読み取る

こ とができなか っ たグル
ープ が人多数で あっ た 。

4　考 察

　結果     の 理 山は 、 生徒たちに選択の 幅がある

た め 、グル
ープ内で の 討議が活 発に行われたか ら

だと考えられ る。

　結果  につ い ては、複数の事象を結び つ けて考

える こ とに課題が あ る こ とが原因だ と考え られ

る。こ の課題に つ い て は、定期試験か らも同様の

結果をみ る こ とが で きた。

　結果  につ い て は、理科的なグラ フ作成 に不慣

れ な こ とが原因だ と考え られ る。

　結果  につ い て は、グラ フ の 作成に加 え、壮喇

的思考を持て な い こ とが原因だ と考え られ る。

5　 ま とめ

　課題解決型の 実験授業を行 うには、選択の 幅を

持たせ る こ とと、複数 の 事象 を組み合わせ た方法

を用 い る こ とが 効果的で ある。

　今後 も、 さま ざまな科学コ ン テ ス トな どを活用

しなが ら、効果 的な実験課題 を企 画 した い
。
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